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　広報誌「おひさまサラダ」

を当ＪＡのホームページで紹

介しています。

　右下にあるＱＲコードから

閲覧できます

ので、ぜひご

覧下さい。

をホームページで
閲覧できます！

４

特 
集

実
り
の
秋
だ

     

国
消
国
産
を
語
ろ
う

思いやりのある優しい子に育ってほしい
　

夏
の
暑
さ
が
落
ち
着
い
て
き
た
８
月
26
日
、
訓
子
府
地

区
の
柴
田
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
る
と
、
芽
空
く
ん
と
陽
万

莉
ち
ゃ
ん
が
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お
出
迎
え

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

長
男
の
芽
空
く
ん
は
明
る
く
人
見
知
り
し
な
い
性
格
で
、

外
遊
び
や
庭
で
収
穫
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
食
べ
る
の
が

大
好
き
で
す
。
最
近
は
話
せ
る
言
葉
も
増
え
て
き
て
お
り
、

お
し
ゃ
べ
り
を
た
く
さ
ん
し
て
い
ま
す
。
ハ
マ
っ
て
い
る

も
の
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
で
お
も
ち
ゃ
も
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
ま
す
。

　

長
女
の
陽
万
莉
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
表
情
が
豊
か
で
、
笑

顔
が
素
敵
で
す
。
よ
く
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
を

見
て
、
お
兄
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
お
兄
ち
ゃ
ん
が
遊
ん
で
い
る
お
も
ち
ゃ

を
ハ
イ
ハ
イ
で
取
り
に
行
っ
て
、
そ
れ
を
見
た
お
兄
ち
ゃ

ん
が
怒
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

２
人
と
も
食
い
し
ん
坊
で
取
材
中
も
お
や
つ
を
食
べ
て

い
ま
し
た
。
特
に
果
物
や
卵
ボ
ー
ロ
、
ベ
ビ
ー
せ
ん
べ
い

が
大
好
き
で
す
。

　

２
人
の
名
前
の
由
来
は
、
芽
空
く
ん
は
「
空
を
目
指
す

芽
の
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
元
気
に
た

く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
名
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

陽
万
莉
ち
ゃ
ん
は
「
明
る
く
前
向
き
に
、
た
く
さ
ん
の

幸
せ
に
恵
ま
れ
、
周
り
か
ら
愛
さ
れ
元
気
に
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
２
人
に
ご
両
親
は
「
元
気
に
明
る
く
色
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
思
い
や
り
の
あ
る
優
し

い
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

【ご家族紹介】
左から～お父さんの悠さん(35)、お母さんの梨紗さん(36)
　　　　長男の芽空くん(１)、おばあちゃんのひとみさん(68)
　　　　長女の陽万莉ちゃん(０)、おじいちゃんの豊喜さん(69)
作付内容：小麦、てん菜、馬鈴しょ、加工スイートコーン、
　　　　　ごぼうを作付けしています。

　ＪＡきたみらい管内では馬鈴しょ

の収穫作業が本格化しています。今

年の収穫作業は平年並みに進み、収

量は平年作以上が期待できそうです。

　置戸地区でゆめいころ、スノーマ

ーチ、さやかを約12㌶作付けするき

たみらい馬鈴薯振興会の渡邊健太郎

副会長は８月24日から収穫を始めました。収穫にあたっ

て｢収穫を始める時期に降雨があったが、選別をしっか

り行い歩留まりを上げられるように頑張りたい｣と話し

ました。

　当ＪＡでは今年度、食用の作付面積は約1,200㌶、生

産量は約43,000㌧、加工用の面積は約450㌶、生産量は

約15,000㌧、種芋用の面積は約320㌶、生産量は約

11,000㌧を見込んでいます。

   馬鈴しょ収穫最盛
～平年作以上の収量に期待～

※今月号の表紙と表紙紹介は柴田さんに撮影していただきました。ご協力ありがとうございました！
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〜
き
た
み
ら
い
各
地
で
収
穫
作
業
最
盛
〜

玉
ね
ぎ
収
穫
順
調
、豊
作
に
期
待

作
業
が
し
や
す
い
環
境
が
続
い
た
。
こ

こ
数
年
は
思
う
よ
う
な
品
質
に
な
ら
な

い
年
が
続
い
た
が
、
今
年
は
久
し
ぶ
り

に
手
応
え
を
感
じ
な
が
ら
収
穫
作
業
に

あ
た
っ
て
い
る
。
こ
の
高
品
質
な
玉
ね

ぎ
を
、
全
国
の
皆
様
に
安
定
し
て
お
届

け
で
き
れ
ば
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
玉
ね
ぎ
の
作

付
面
積
が
約
４
，
６
０
０
㌶
、
生
産
量

は
27
万
㌧
を
予
定
し
て
お
り
、
選
果
作

業
を
終
え
た
玉
ね
ぎ
は
、
全
国
に
向
け

て
順
次
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
玉
ね
ぎ
の
収
穫
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
管
内
各
地
で
は

７
月
下
旬
か
ら
収
穫
作
業
が
始
ま
り
、

根
切
り
を
終
え
仕
上
が
っ
た
玉
ね
ぎ
を

ピ
ッ
カ
ー
や
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
拾
い
上
げ
、

次
々
と
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
込
ん
で
い
ま

す
。

　

端
野
地
区
で
玉
ね
ぎ
を
約
11
㌶
作
付

け
す
る
、
き
た
み
ら
い
玉
葱
振
興
会
の

中
﨑
純
一
副
会
長
は
「
今
年
は
生
育
期

を
通
じ
て
気
温
が
安
定
し
て
推
移
し
、▲▼玉ねぎ収穫作業の様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部×

北
見
市
観
光
協
会
〜

小
麦
や
玉
ね
ぎ
な
ど
に
触
れ
て

             

楽
し
む
ツ
ア
ー
を
開
催

▲玉ねぎ収穫後、みんなで集合写真

て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
最
初
は
竹
下
託
矢
副
部
長

の
圃
場
で
玉
ね
ぎ
の
収
穫
体
験
を
行
い
、

参
加
し
た
役
員
と
も
交
流
し
な
が
ら
、

袋
い
っ
ぱ
い
に
玉
ね
ぎ
を
収
穫
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
北
見
市
豊
地
の
津
村
製

麺
所
を
訪
問
し
、
津
村
健
太
社
長
の
案

内
の
も
と
で
工
場
を
見
学
し
た
後
、
昼

食
と
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
産
き
た
ほ
な
み

１
０
０
％
の
生
ひ
や
む
ぎ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
午
後
は
訓
子
府
町
で
秋
ま
き

小
麦
の
収
穫
作
業
を
見
学
。
役
員
の
案

内
で
実
際
に
畑
に
入
り
、
コ
ン
バ
イ
ン

に
よ
る
収
穫
作
業
や
小
麦
の
様
子
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
本
部
は
７

月
26
日
、
（
一
社
）
北
見
市
観
光
協
会

と
共
同
で
「
自
然
の
恵
み
を
体
感
！
小

麦
の
収
穫
見
学
と
玉
ね
ぎ
収
穫
体
験
ツ

ア
ー
」
と
題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

管
内
を
中
心
に
道
内
外
か
ら
８
組
19
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
地
域
活
性
化
を
目
的

に
、
農
業
体
験
を
中
心
に
北
見
市
の
産

業
に
触
れ
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
毎
年
企
画
。
キ
タ
ノ
タ
ミ
の
我
妻
健

児
氏
や
青
年
部
役
員
、
Ｊ
Ａ
職
員
ら
の

案
内
の
も
と
、
収
穫
体
験
や
見
学
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
農
業
に
つ
い
て
知
っ

▲青年部の松井理事から小麦について
　教わる参加者

〜
酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
〜

７
年
ぶ
り
に
実
習
生
を
迎
え
、

　
　
　
　
　

 

充
実
の
実
習
終
え
る

▲搾乳準備の様子

は
、
酪
農
の
現
場
で
動
物
と
関
わ
り
な

が
ら
実
践
的
な
知
識
を
身
に
付
け
た
い

と
い
う
思
い
で
応
募
。
会
員
の
梶
田
直

樹
さ
ん
の
家
に
住
み
込
み
で
、
１
か
月

間
牛
舎
の
清
掃
や
哺
乳
、
搾
乳
作
業
の

補
助
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
か
月
の
実
習
を
終
え
て
岩
田
さ
ん

は
「
酪
農
家
の
経
営
や
作
業
内
容
、
牛

の
詳
し
い
こ
と
な
ど
、
学
校
で
は
学
べ

な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
実
習
期
間
中
は
梶
田
さ
ん
ご
家

族
に
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
充
実
し
た
１
か
月
だ
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

酪
農
実
習
生
受
入
協
議
会
は
６
月
30

日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
約
１
か
月
間
、

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
無
事
に

実
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
訓
子
府
町
の
会
員
４
人

が
所
属
し
、
大
塚
正
夫
会
長
の
も
と
で

酪
農
実
習
生
の
募
集
、
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
応
募
者
の
減

少
や
希
望
条
件
と
受
入
側
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
な
ど
の
理
由
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は

実
習
生
の
採
用
が
な
く
、
７
年
ぶ
り
の

受
け
入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
実
習
を
行
っ
た
、
台
湾
の
國
立

中
興
大
學
に
留
学
中
の
岩
田
琉
花
さ
ん

▲除糞作業の様子

〜
北
見
管
内
総
合
家
畜
共
進
会
〜

き
た
み
ら
い
か
ら
７
頭
が
１
等
に

の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

出
品
者
は
出
品
牛
が
美
し
く
見
え
る
よ

う
に
入
念
に
手
入
れ
を
行
い
挑
み
ま
し

た
。

　

審
査
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
出
品
牛
の
７
頭

が
１
等
に
入
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

３
頭
が
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、

リ
ザ
ー
ブ
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
リ
ザ
ー
ブ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
・

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

９
月
26
日
と
27
日
に
安
平
町
で
行
わ

れ
る
２
０
２
６
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
に
は
当
Ｊ
Ａ
よ
り

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
２
頭
を
含
む
20
頭
が

出
場
す
る
予
定
で
す
。

　

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
は

８
月
22
日
、
訓
子
府
町
の
北
見
管
内
畜

産
総
合
施
設
で
、
第
74
回
北
見
管
内
総

合
家
畜
共
進
会
（
乳
用
牛
の
部
門
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
管
内
の
７
Ｊ
Ａ
か
ら

合
計
１
３
８
頭
の
乳
牛
が
出
品
さ
れ
、

17
部
門
に
分
か
れ
て
体
型
の
美
し
さ
や

骨
格
の
力
強
さ
、
乳
房
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
資
質
の
優
劣
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

審
査
員
は
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業

協
同
組
合
審
査
部
企
画
課
の
田
村
知
正

課
長
が
務
め
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
昨
年
よ
り
も
多
い
55

頭
を
出
品
。
同
共
進
会
の
上
位
入
賞
牛

は
全
道
共
進
会
（
乳
用
牛
の
部
門
）
へ

▲審査の様子

▲ジュニア・チャンピオンは北見地区吉野裕規さんの
　「ヨシノフアーム　ジヤスミン　スネーク　アイズ」
　（右）とリザーブ・ジュニア・チャンピオンの北見地区
　山内牧場の「DH　ホア　ケール」（左）
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みらいプロジェクトチャンネル
vol.61食料品小売店について⑤　

　農村地域にある食料品小売店を守るヒントを求めて向かったアメリカ・カンザス州は、北海道

の約２倍の面積を持ち、人口は約290万人。「小麦の州」と呼ばれるほど農業が盛んで、北海道

と同じように畑作や畜産がメインに営まれている。150年ほど前の中部開拓とともに農村が発展

し、その後、工業の衰退とともに農村人口が流出し、都市への人口集中が進んだという歴史も、

北海道と重なるところがある。そんなカンザス州に、地域主体で食料品店を維持している事例が

様々あることにまず驚いたのと、北海道よりも人口規模の小さいカンザス州に、どうしてこれほ

ど多くの「地域のお店を守る」取り組みが生まれているのか。その疑問が、私の現地に行ってみ

たいという気持ちを後押ししていた。

　カンザス州での事例訪問を案内してくれたのは、農村地域にある食料品小売店の継続にまつわ

る支援とネットワーク形成を行っているカンザス州立大学のRGI（Rural Grocery Initiative）で

ある。訪問前に「どの事例を見てみたいか」と聞かれ、私は「できるだけ地域の方たちが主体と

なって関わっている事例を見てみたい」と伝えた。行って驚いたのは、関わっている地域主体の

多さと、話を聞くなかで見えてきたお店と地域の繋がりへの意識の強さだった。日本でも、住民

が出資して閉店した店舗を引き継いだり、行政主導で公設民営の形を取ったりと、地域の食料品

店を守る取り組みが各地で生まれている。私自身もそうした現場をいくつも訪ねてきた。そこで

皆さんが口を揃えてまず語られるのは、お店がないことによって生じる買い物の不便さや、高齢

者への配慮だった。実際にはそのお店の多くは前回や前々回の連載で取り上げた共同売店のよう

に、買い物の場に留まらない様々な役割を果たしているが、それらについての言及や意識が、お

店を維持する理由について語るときに前面に出てくることはあまりない。しかし、カンザス州の

お店は違った。お店がなくなること、買い物をする場所がなくなるということが、様々な面から

地域経済や地域コミュニティへの影響、活気や存続と結びつけて考えられていた。

　ある地域では、地元の銀行が閉店した食料品店の建物を取得し、破格の家賃でテナントに貸し

出していた。買い物のできない地域には若者は住もうとしない。家を建てる人がいなければ、銀

行からお金を借りる人もいなくなる。食料品店を残すことは、銀行にとって自分たちの商売を守

ることでもあった。近隣都市への通勤が多く、ただでさえ地域内での人の交流が少ない別の町で

は、町にこれ以上活気が失われていくことや、地域内の他のビジネスへ波及する危惧から、地元

で働く有志が中心になって運営委員会を立ち上げ、地域単位での運営維持を始めさせていた。さ

らに学校が主体となって運営する事例では、誰にでも開かれた日常の場としてある食料品店の性

質に目をつけ、「学校と地域が繋がる場所」「学生が実践を学ぶ場」という需要を掛け合わせ、

食料品小売店に新たな意義を付して、閉店した店の再開を果たしていた。

　そこで私は、これまでお店を主語に地域をみていたが、地域を主語にお店をみることこそ大事

なのだと気づかされた。（つづく）

北海道大学大学院農学研究院　李　澍

▲雑草を抜く作業の様子

高
橋
恵
さ
ん
は
「
北
海
道
の
農
業
は
高

知
県
と
は
違
い
一
戸
当
た
り
の
畑
が
広

く
驚
い
た
。
気
候
は
思
っ
て
い
た
よ
り

も
暑
く
、
玉
ね
ぎ
は
初
め
て
で
大
変
だ

っ
た
が
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
体
験
が

出
来
た
た
め
今
後
に
活
か
し
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

24
日
は
小
麦
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
と

玉
ね
ぎ
集
出
荷
選
別
施
設
を
視
察
し
、

全
行
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
か
ら
25
日
ま
で
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
「
夏
の
北
海
道

大
規
模
農
業
体
験
学
習
」
と
し
て
、
高

知
県
内
３
校
の
高
校
生
９
人
が
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
高
知
農
業
高
校
の
５
人
、

幡
多
農
業
高
校
の
３
人
、
春
野
高
校
の

１
人
が
受
入
先
の
組
合
員
宅
で
22
日
か

ら
24
日
ま
で
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
見
地
区
北
光
の
小
野
俊
浩
さ
ん
宅

で
農
業
体
験
を
行
っ
た
、
春
野
高
校
の

▲施設の説明を受ける高校生

▲開会式の様子

拡
大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
た
く
さ
ん
と
る

ぞ
！
」
「
大
き
い
の
が
と
り
た
い
！
」

と
声
を
あ
げ
な
が
ら
一
生
懸
命
に
収
穫

し
ま
し
た
。

　

同
法
人
代
表
理
事
組
合
長
の
平
川
千

春
さ
ん
は
「
前
日
か
ら
雨
が
続
き
開
催

が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
今
年
度
も
無
事
に

開
催
で
き
て
よ
か
っ
た
。
こ
の
事
業
は

今
年
で
16
回
目
と
な
る
が
、
今
回
の
児

童
は
特
に
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
た
く
さ

ん
収
穫
し
て
く
れ
た
。
こ
の
体
験
を
通

し
て
農
業
を
学
び
、
関
心
を
持
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

端
野
小
学
校
は
８
月
26
日
、
端
野
地

区
の
農
事
組
合
法
人
豊
北
う
る
お
い
フ

ァ
ー
ム
で
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
体
験
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
は
同
小
学
校
３
年
生

33
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
北
見
市
農
業
振
興

会
議
端
野
自
治
区
部
会
が
主
催
で
、
端

野
自
治
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

振
興
と
発
展
を
目
的
と
し
た
「
地
産
地

消
振
興
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
例
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
端
野
自
治
区
内

で
生
産
さ
れ
て
い
る
安
心
・
安
全
で
お

い
し
い
農
産
物
の
収
穫
体
験
を
通
じ
て
、

食
の
大
切
さ
や
生
産
者
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
地
場
産
農
産
物
の
消
費

▲一生懸命馬鈴しょを収穫する児童たち

夏
の
北
海
道
大
規
模
農
業
体
験
学
習

〜
高
知
県
の
高
校
生
９
人
が
農
業
に
奮
闘
〜

馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
農
業
を
学
ぶ

〜
端
野
小
学
校
３
年
生
〜
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　令和８年産の玉ねぎの出荷が８月１日
からスタートしました。  
　出荷開始に合わせて、玉ねぎグループ
と連携し、首都圏の市場を巡回し着荷確
認を実施しました。市場では、荷姿や玉揃
い、品質を確認するとともに、市場担当者
から販売状況や評価について意見を伺い
ました。
　東京新宿ベジフル㈱の稲垣課長は「本

～ＪＡきたみらい東京事務所 通信～ Vol.20

　当ＪＡでは、近年のスマート農業普及に伴い、女性農業者がトラクター等に乗る機会が増え
ている状況を踏まえ、農作業安全推進等の観点から令和４年２月１日より下記のとおり女性農
業者向けの支援を行っております。内容をご確認のうえ、該当される方はぜひご利用ください。

女性農業者支援のお知らせ

大型特殊 牽　引
フォークリフト

運転技能講習

車両系（整地等）

運転技能講習
玉掛技能講習

小型移動式クレーン

運転技能講習

運　転　免　許 作　　　　業　　　　免　　　　許

○支援内容
　令和３年２月１日以降の下記の免許取得費用に対して最大10万円を支援します。

○対象者
　ＪＡ管内で年間60日以上農業に従事して
いる女性農業者で、ＪＡの正組合員資格を
有しており、ＪＡが定める「親元就農支
援」の支援を受けていない方で下記のいず
れかに該当する方

○昨年までに17人を支援しています

※令和４年２月１日の支援創設時より内容の変更はありません。

・経営者、またはその配偶者である方
・経営者の子ども、孫にあたる方
 （その配偶者である方）
・農業生産法人の従業員である方

　その他、不明な点等がございましたら担当ま
でご連絡ください。
　　　（担当：担い手グループ　TEL24-2145）

Ｒ７ ４人 40万円 大型特殊

Ｒ６ ２人 20万円 大型特殊

Ｒ５ ５人 50万円 大型特殊、牽引

Ｒ４ ６人 60万円 大型特殊

年度 支援人数 支援額 支援した免許

玉ねぎ出荷スタート。市場から『安心と信頼』の声！

年は品質も玉サイズも良い。生育も順調
と聞く。年間を通じて計画を立て、しっか
りと販売していきたい」と話し、現場では
きたみらい産玉ねぎへの期待や評価の声
を数多くいただきました。   
　東京事務所では、引き続き市場との情
報交換を重ね、消費地の評価や販売動向
を産地へタイムリーにつなげ、本年産玉
ねぎの販売促進に取り組んでいきます。

▲東京新宿ベジフル場内の様子 ▲産地から届いた玉ねぎ ▲荷姿・玉揃いともに良好 ▲検品の様子

第７回 理事会報告
　８月27日、午前９時45分より第７回定例理事会が開催さ
れ、報告事項19件、決議事項４件が協議され、原案通り承
認されました。
　
【報告事項】
①監事監査報告について（令和８年度コンテナ・共計品Ｄ
　Ｂ等、販売企画部共計本精算・畜産部受託販売）
②内部監査報告について（購買部、販売企画部共計本精算）
③財務状況報告について
④令和８年度上半期実績及び決算見込みについて
⑤信用事業取引における反社会的勢力等との取引排除に係
　る対応状況について
⑥人事の発令について
⑦燃料手当の支給について
⑧中央会・ホクレン合同役員海外視察研修の実施について
⑨令和８年度農地評価単価基準について
⑩作況調査（８月15日）報告について
⑪令和８年産　玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑫玉ねぎ茎葉処理施設事故に伴う再発防止に向けた取り進
　めについて
⑬令和８年産　小麦の収穫及び品質の状況について
⑭生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑮令和７年度酪農畜産関連補助事業実績管理表について
⑯北見管内総合家畜共進会について
⑰組合員状況報告について
⑱対策農家の上半期の状況について
⑲農政連絡情報について
　
【決議事項】
①理事に対する資金の貸付について
②規程類の改正について
③令和８年度 夏期地区別懇談会Ｑ＆Ａについて
④令和７年 ＰＣＮ発生に係るＪＡ支援額決定について

　訓子府町メロン振興会は７月17日、同町役場で教
育機関へくんねっぷメロンの贈呈式を行いました。
　日頃からのメロン生産支援に対する町への感謝と、
地元の子ども達に町の特産品を味わってほしいとい
う思いから企画したもので、今年で３年目。同振興会
の水上勝弥会長と北野祐作副会長が出席し、くんね
っぷメロン40玉が町長へ手渡されました。
　水上会長は「生産者の理解と協力に感謝している。
今年は出荷が例年より遅れたものの、品質は良好。
町には日頃からさまざまな支援をいただき、その恩
返しの気持ちも込めている。本来は多くの町民の皆
さんに味わっていただきたいが、まずは子どもたち
においしく食べてほしい」と話しました。
　提供されたメロンは、同月22日に町内のこども園
や学校の給食で振る舞われました。

▲贈呈式の様子
 （左から髙橋教育長、伊田町長、水上会長、北野副会長）

～訓子府町メロン振興会～

新規採用のお知らせ
販売企画部
馬鈴しょグループ

森谷　友祐
もり や      ゆうすけ

　仕事を一つひとつ覚え、組合員の皆
様のお役に立てるよう頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

昭和61年生まれ
札幌学院大学
（社会情報学部社会情
　報学科）卒業
趣味・好きなもの
　ドライブや読書をすること

販売企画部
玉ねぎグループ

不破　　廉
ふ  わ          れん

　一日でも早く仕事を覚えて、皆様の
お役に立てるよう頑張ります。

平成15年生まれ

北見緑陵高等学校 卒業

趣味・好きなもの

　よく寝ること、

  温泉に入る

家族で一緒に貴重ないも掘り体験
　当ＪＡや北見市、北見土地改良区などで構成する「が
ぶりかるちゃー事業実施委員会」は８月22日、「家族い
も掘り体験」を北見市で開催しました。
　同事業は、昭和63年の初開催から今年で39回目の実
施。当初は農産物の収穫祭や料理教室を開催していまし
たが、平成14年からは家族で参加するいも掘り体験が恒
例となっています。
　当日は市内の家族を中心に146組、527名が参加しまし
た。参加者は、１組約１.５坪の区画が割り当てられ、スコ
ップや鍬を使って畝を掘ったり、じゃがいもに傷がつか
ないよう、手で丁寧に土をかき分けて掘り出しました。
　じゃがいもを掘り出すと「うわー！」と喜びの声をあげ
ていました。
　参加した男の子は「暑い中大変だったけど、大きなじ
ゃがいもがたくさん掘れてとても嬉しかった。家で食べ
るのが楽しみ」と笑顔で話しました。
　いも掘り体験後は抽選会が行われ、当選者には玉ねぎ
や加工品が景品として渡されました。

▲いも掘り体験を行う参加者 ▲いも堀りをする男の子
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和８年８月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

ＪＡきたみらい概要
う収穫の時期。これから取り入れまで

無事に終わりますように。　
も

（訓子府地区　長谷川　幸子さん）

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を左下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：ゆきたけし

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙か、右の
ＱＲコードに答え（番号）と広報誌へのご意
見・ご感想を記入してＦＡＸ又は応募フォーム
でご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎせんべい」と「玉ねぎとチーズが溶け込んだ
ポークカレー」をプレゼント致します。

８月号のまちがいさがしの答えは
「２、６、９、10、12」でした。８月号まちがいさがしの当選者

正解者26名の中から抽選の結果、下記の方々が当選しました。おめでとうございます。

　収穫の時期を迎え、忙しい日々が続きますね。
　農作業事故や、急激な温度差による体調不良にはくれぐれもお気を付けくださ
い。また、全国で自然災害も相次いでいますが、大きな災害に遭うことなく、無

事に収穫まで終えられますよう願っています。

1,571人

5,313人

805戸

118,995百万円

16,191百万円

5,090百万円

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「麦まるごとうどん」と「ゆめいころと手羽元のスープカレ
ー」をプレゼント致します。

・東海林　　　薫さま（温根湯）・牧　嶋　重　雄さま（訓子府）・澤　山　亜　紀さま（留辺蘂）
・稲　辺　和　江さま（訓子府）・菅　原　征　子さま（端　野）・織　田　　　揮さま（訓子府）


